
発災から間もない時期に石巻赤十字病院で
救護活動に参加しました。
石巻市民の皆様が
とても冷静にいられたことが
強く印象に残っています。
私たちの活動にとても親切に
ご協力をいただいたことに感謝申し上げます。
皆様のご健勝を祈念しつつ。

日赤九州ブロック血液センター　熊本貴志

震災の救護活動で初めて石巻を訪れてから
10年。あれから、毎年いろいろな理由で
石巻にお邪魔しています。
ある時は、救護要員を養成する研修会の
指導員として。またある時は、
ツール・ド・東北の救護ボランティアとして。
コロナが落ち着いたら、また伺います。
どうぞお身体を大切に。

日赤医療センター　髙木拓

10年間、
たくさんの涙と笑顔を皆さんと共有しました。
直接お会いした方、
紙面を通して出会ってくださった方、
すべての出会いに感謝です。
11年目のこれからも、共に歩んでいきましょう。
あの日を生き抜き、
そして今日まで生きててくれて、ありがとう。

きずな新聞・岩元暁子／あき（東京／石巻）

震災当時、なんとかできることをし、それを
次へ繋いでいこうという気持ちで活動しました。
「雲仙もかつての災害で大変だったね」
「遠いところからありがとう」
というお声かけに、目頭が熱くなりました。
皆様の様 な々ご心痛が少しでも癒され、
今後の明るい未来へ繋がっていくことを
祈念いたします。

遠く離れた宮崎県から石巻市に入り、
救護活動を3日間行いました。
ある高校の避難所で、避難された方々 に
「ありがとう」と声をかけていただき、
勇気と元気をもらった思い出があります。
東日本大震災を風化させないためにも、
色んな形で情報発信をしていきます。

日赤長崎原爆病院　朝長 日赤宮崎県支部　大草勝美

目を疑う光景、女川の高台から見た町、
巡回訪問した小学校で私たちに
「何か食べていきな」と温かい声をかけてくれた
お婆さん、今も心に強く残っています。
遠く関西の地で仕事をしているので
今を見る事は出来ませんが、
皆さんに復興を感じられる日が訪れることを
願っています。

舞鶴赤十字病院　ますだ

救護班第5班として5月28日から
湊小学校で活動しました。
避難生活をされていた方々 が、
皆で役割分担をして支えあっていた姿が
今も目に焼き付いています。
本当につらく苦しかった日々 を乗り越えてきた
石巻の皆さんのこと、決して忘れません。
応援しています。

沖縄赤十字病院　I

もう10年になるんですね。
新型コロナのため、
石巻とは1年間ご無沙汰してしまいましたが、
また会いにいきますね。
時間が経っても悲しいお気持ちは
変わらないと思いますが、
少しでも元気出してもらえると嬉しいです。
新聞配りにいったらお話しましょう。

きずな新聞・佐藤俊一／しゅん（東京都）

2011年6月に石巻を訪問し、
避難所の皆様のこころのケアに
あたりました。災害に傷つきながらも
私に話してくださった故郷・石巻への思いを、
今でも折に触れて思い出します。
いつか必ず再訪して、
復興が進んだ石巻を日和山から
眺めたいと思います。

日赤大分県支部　Ｏ

震災当時、
石巻で透析活動の支援をしました。
十分な仕事が出来るか不安な中、
患者さんから気さくにいろんな話をして頂き、
緊張が解けた一方で、すごく悼みました。
10年たった今でも話の内容は覚えています。
これから先も決して風化しないよう
伝えていきます。

長浜赤十字病院　中川

発災当日、香川県から東北へ
救護班15名で向かいました。
14日に陸上自衛隊霞目駐屯地を拠点として、
石巻市立病院の患者さんを救出する
活動をしました。あれから10年。
決して東北を忘れることはありません。
心はずっと繋がっていて、
絆は今後も紡いでいきます。

日赤香川県支部　大林武彦

新聞配布を通して、
皆さんとお茶っこさせてもらって、
あったかい東北の皆さんが好きになって、
神奈川から女川町に移住しました！
これからも皆さんと一緒に、
東北の地で歩んでいきたいです。

きずな新聞　ひで（女川）

発災５ヶ月経過後の８月、
「こころのケア班」として
石巻中学校等避難所を巡回しました。
体育館の中は、虫除けに蚊帳を吊った形で
区切られていました。お話しした方からの
「来てくれてありがとう」という言葉が
今も心に残っています。
厳しい寒さが続きますがお体を大切に。

日赤静岡県支部　梶山和彦

2019年秋、
新聞配りに参加したときに復興住宅の
住民さんから頂いた弁慶草の苗、
去年も今年も綺麗な花が咲きました。
頂くとき丁寧に丁寧に包装してくださり、
その気持ちを忘れずに、大切に大切に
育てています。皆さんの未来にも、
大きな花が咲きますように。　

きずな新聞　小川（千葉）

「きずな新聞、お届けに来ました！」
ドアをノックするのはドキドキでした。
「何処から来たの？」「愛知から来ました」
「遠くからありがとう」この会話をして
頂いただけで、本当に嬉しかったです。
最初は「ボランティア」でしたが、
今は「石巻大好き人」です。
また遊びに行きます。

きずな新聞　キモサベ（愛知）

栃木から医療チームとともに
駆け付けた発災直後の石巻。
石巻の皆さんは、あの日から１０年、
復興の道のりを歩まれてきたのですね。
これからもその道が続くなら、ときに休み
ながら、ときに笑いながら、ゆっくりと歩いて
いっても良いのではないでしょうか。
どうぞご自愛ください。

日赤栃木県支部　須藤


